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Heliotron-JやCFQSのような小型中型トーラス
装置における NBI 加熱実験における各種のビ
ーム駆動効果 2-3 の計算では高速イオンの荷電

交換損失が無視できない。高速イオン減速速度

分布関数を求める各種の数値シミュレーショ

ン技法に荷電交換損失を取り入れる事は可能

であろうが、そのような計算への入力である三

次元実空間における中性粒子分布の実験的計

測は不可能である。一方、実空間分解された形

での高速イオン速度分布の計測として

FIDA(Fast Ion D-Alpha)1が各種ステラレータ/ヘ
リオトロン型装置でも利用されるようになっ

てきており、これを荷電交換損失の計測として

用いる事が考えられる。高速イオンのドリフト

運動論的方程式に荷電交換損失項が入る事に

よりその解の五次元位相空間構造に如何なる

変化が起こるかは自明な事では無い。しかし

Heliotron-Jや CFQSにおける接線 NBIにけるタ
ーゲットプラズマへの運動量入力計算に必要

な Legendre オーダー一次の磁気面平均成分を
固有関数法で求めた文献[3]の理論式や、非等方
圧力MHD平衡状態の検討に必要な Legendreオ
ーダー二次の磁気面平均成分を随伴方程式法

で求めた文献[4]の理論式では、荷電交換損失項
はそれが無い計算のピッチ角空間構造は基本

的には変えずエネルギー空間構造に中性粒子

密度の関数たる減衰率がかかる 

 
という変化である事が示せる。ここで 

 
である。加熱パワー計算に必要な Legendreオー
ダー零次の磁気面平均成分も同様である。荷電

交換損失の時定数τCX(v)は一般には磁気面量
である事は保証できないが、接線 NBIにおける
減速速度分布関数の主要成分を形成する周回

軌道に対する磁気面平均効果の評価のために

磁気面量とした。そこで図のような FIDASIM1

計算手順で得たバルマーαスペクトルと実験

における実測スペクトルの比較をこの減衰率

を知る手段として用いる事が考えられる。高速

イオンに駆動される諸現象の計算 2-3 はこの減

衰率を取り入れて行われるべきである。 
ポスターではHeliotron-Jにおける観測スペク
トルやFIDASIM実行例を紹介する。 
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